
　この度、公益財団法人豊橋文化振興財団の理事長を拝
命いたしました伊藤晴康と申します。皆様のご支援とご協力
を賜りながら、地域の文化振興のためにしっかりと取り組ん
でまいりたいと存じます。どうぞよろしくお願い申し上げます。
　当財団は、戦後まもなく発足した豊橋文化協会を起源
とし、文化の力で地域を再建しようとした先人たちの志を
受け継ぎながら、平成13年の設立以来、鑑賞事業の充実
や人材育成・教育普及事業の推進に取り組んでまいりまし
た。近年は穂の国とよはし芸術劇場PLATをはじめとする複
数の施設を拠点に、市民の皆様の文化・芸術との出会いの
場を広げてきたところです。
　一方で、少子高齢化や価値観の多様化が進む中、文化・芸術の担い手をいかに育
て、その裾野をどのように広げていくかは、地域社会全体にとっての課題となっていま
す。また、AIをはじめとする技術革新が社会のあり方を変えつつある今、文化・芸術の
持つ人間的な温かみや、人と人とが直接つながる場としての価値は、むしろいっそう大
切なものになると感じています。こうした時代の変化を見据えながら、市民の皆様ととも
に豊橋の文化を育んでいくことが、財団の重要な使命であると考えています。
　髙須博久前理事長が築かれた基盤をしっかりと引き継ぎ、地域の文化団体の皆様
とともに豊橋の文化をさらに発展させ、次の世代へとその喜びが受け継がれていくよ
う、誠心誠意努力してまいります。引き続き、ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上
げます。

■文化祭開会記念式典を開催します。
２０２6豊橋文化祭 10月→１１月
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理事長就任あいさつ

▼内容／「豊橋文化賞および豊橋文化奨励賞表彰」「地域文化振興活動功労賞および郷土文芸作品表彰」「記念公演」
▼オープニング／日本壮心流　▼入場料／無料（要・整理券）　▼整理券配布／８月12日（水）から豊橋市民文化会館、穂
の国とよはし芸術劇場窓口、豊橋市役所 文化課にて配布します。▼問合せ／豊橋文化振興財団（☎0532・39・5211）

豊橋華道連盟に所属する８流派の合同いけばな展です。出色の作品群をどうぞお
楽しみください。
▼会期／令和8年10月17日［土］・18日［日］午前１０時～午後４時　▼会場／豊
橋市民文化会館展示室　▼出瓶団体／天生流、嵯峨御流、華道家元池坊豊橋、
小原流、真生流、日本生花司松月堂古流、花芸安達流、南宗流（順不同）　▼入場
料／無料　▼その他／児童作品展示も予定し、後日募集予定　▼問合せ／豊橋
文化振興財団（☎0532・39・5211）

　10月、11月は豊橋文化祭月間です。市民茶会やいけばな展をはじめ様 な々文化団体の皆様による発表会等が開催さ
れます。９月１２日（土）には、豊橋文化祭の幕開けとして開会式典と記念公演を行います。また、令和８年度豊橋文化賞、
豊橋文化奨励賞等の表彰を行います。
■日時／令和8年９月12日［土］ 午後２時開式　　　■会場／豊橋市民文化会館
■記念公演／豊橋音楽連盟presents 「音の彩葉（いろは）」

４人のピアニストとフルートの競演です。２台８手ピアノ演奏など華やかにお届けします。

■と　き／ ［前期］＝令和８年10月１７日［土］（２流派）　

　　　　  ［後期］＝令和８年１０月１８日［日］（３流派）

■会場／豊橋市民文化会館リハーサル室　他

■参加流派／ 17日［土］ 宗徧流豊橋支部、表千家清和会

18日［日］ 表千家不白流、南坊流、茶道宗徧吉田流青年部

入場無料
（要 ・ 整理券）

■■秋の市民茶会のご案内秋の市民茶会のご案内

■と  き／令和８年10月17日［土］ ・18日［日］
■会場／豊橋市民文化会館 展示室

　「月」をテーマにした俳句・短歌・川柳を作り
ます。入選作は後日表彰し作品集に掲載し
ます。当日はミニ演奏会もお楽しみいただけ
ます。ふるってご応募ください。
▼部門／俳句の部、短歌の部、川柳の部
▼投稿票／豊橋市三の丸会館、豊橋市民
文化会館、穂の国とよはし芸術劇場で配布
▼投稿期間／９月２５日［金］～１０月１日［木］
▼投稿方法／期間中、投稿箱を三の丸会
館内に設置します。期間内に詠まれた作品を
投稿箱にお入れいただくか、官製ハガキで郵

　昨年の夏は猛暑の中、公私ともに多忙
を極め、日常に忙殺されていた。心のゆとり
も見いだせず過ごしていたが、「忙中愉し
みあり！」…８月末に一日だけ、琵琶湖周辺
を訪れる機会に恵まれた。米原からJR琵
琶湖線の鈍行列車に揺られ、束の間の旅
情を堪能しながら＜大津＞で下車。何かに
導かれるように、『琵琶湖』に辿り着く。夏
の終わりの湖畔はどこかメランコリック…し
ばらくボーっと景色を眺める。脳裏には大
滝詠一のトロピカルな曲が流れていた。ふ
と我に返ると小腹が空いていることに気付
き、 “握らないおにぎり”で評判の東京大塚
にある『ボンゴ』で修業した『野洲のおっさ
んおにぎり食堂』をたずねて、口内でほろっ
と崩れる軽やかな《天然紅鮭のおにぎり》
を味わう。続いて＜京阪三井寺＞駅前で、
近江牛を商う老舗『品川亭』の《近江牛入
りミンチカツ》を試し食いしようと目論むが、
あいにくの休業日でありつけなかった（…ト
ホホ）。

　気を取り直して、琵琶湖疎水を眺めなが
らしばらく歩き、天台寺門宗の総本山『長
等山園城寺』…通称“三井寺”に辿り着く。
ここでは、お盆前の４日間、夏の風物詩をめ
ざす「妖怪ナイト」が繰り広げられていた。
夜の境内に様々な妖怪が出没し、“妖怪
屋台村”や“モノノ
ケ市”など様々なイ
ベントが催され、に
ぎわったらしい。残
念ながら参加する
ことは叶わなかった
が、徳川家康が寄
進した立派な仁王
門を仰ぎ見る。広

送してください。三の丸会館現地詠みでなくて
も可。
　また、右記QRコード又は、三の丸会館HP
からも投稿可能です。
▼立礼茶席ご案内／立礼茶席は午後8時
まで延長して営業します。抹茶一服（お菓子
付き）を６００円で提供します。

【昨年特選作品ご紹介】
（俳句）月光の天へ階なす棚田かな	

大竹宏一
（短歌）農を辞め兄の作りし里芋は

小ぶりで円(まろ)し今宵名月
大下カヅヨ

（川柳）名月に再起を祈り並ぶ肩
西郷紀美代

■第53回 豊橋市民お月見会

■豊橋市表彰について

■と　き／令和8年9月２５日［金］  午後5時～午後8時　■ところ／豊橋市三の丸会館（豊橋公園内）

午後6時30分頃から中尾恵子さんによるチェロのミニ演奏会を開催します。

　豊橋市は、今年度の市勢功労者および
教育、スポーツ、文化表彰の対象者をそれ
ぞれ発表しました。文化表彰では3名1団体
が選ばれ、8月1日に穂の国とよはし芸術芸
術劇場で行われる市制施行１２０周年記念
式典で表彰されます。

【文化振興賞】
　豊橋市の文化振興に尽くした次の3名
と1団体が選ばれました。
■ 白井まさみさん
　茶華道教授として永年にわたり小学校
や高等学校、地域の文化協会等で茶華
道を指導し、子どもたち及び地域の住民へ
茶華道の魅力を積極的に伝えるとともに、
華道家として花展を定期的に開催するな
ど、茶華道文化の普及・振興に貢献されま
した。
■ 入倉昭星さん
　日本壮心流剣詩舞道昭武舘総本部
の宗家三世を継承して以降、若手演者の
スーパーチーム結成や斬新な演出による
新たな剣詩舞の表現に意欲的に取組む
など、次世代の育成および吟剣詩舞の普
及・発展に貢献されました。

　中学校のクラス合唱を思い出して、み
んなで歌いませんか？楽譜が読めなくて
も大丈夫。毎月1回、半日だけの気軽な
合唱体験です。好きな月だけ参加OK、
何回でも歓迎です。毎回テーマ曲を決
め、その日集まった仲間と練習してみん
なで歌います。手ぶらで参加できます。高
校生以上対象、男性も大歓迎！
会場／豊橋市民文化会館 リハーサル
室（3月のみライフポートとよはし）　時
間／ 10時〜 12時　参加費／ 700円

（3月のみ1,000円）　定員／ 各回30
名（３月のみ５０名）　今後の予定曲／

「いのちの歌」（9/15）、「参加者からの
リクエスト曲」（10/20）、「見上げてごら
ん夜の星を」（11/17）、「クリスマスソン
グ」（12/15）、「Believe」（2027/1/19）、

「ふるさと（嵐）」（2027/2/16）。3月に
はコンサートホールでの特別回も予定し
ています。日程・申込など詳細は豊橋市
民文化会館HPをご覧ください。問合せ： 
豊橋文化振興財団（0532-39-5211）

■■豊橋総合いけばな展のご案内（秋）豊橋総合いけばな展のご案内（秋）

投稿フォームは
こちら→

▼茶券／前売1,400円（２席綴り）、当日は１席８０0円です。※お茶券は２日間共通
▼茶券販売／８月上旬頃から豊橋市三の丸会館、豊橋市民文化会館、穂の国とよはし芸術劇場窓口、各参加流派でお求めいただけます。
▼問合せ／豊橋文化振興財団（☎0532・39・5211）

入場無料

VOL.24

琵琶湖畔のおにぎり
と力餅 斧路朱音

毎年恒例の豊橋市民お月見会を開催いたします。お月見会はその昔、中国
の風習をまねて上流社会で宴が催されたのが始まりと言われています。日々
の憂さを忘れ、のんびりと月見の宴をお楽しみください。

チェロ奏者・中尾恵子さんによる
チェロのミニ演奏会を開催します！
午後６時３０分頃～

ミニ演奏会

秋のいけばな展の様子秋のいけばな展の様子

理事長　伊藤晴康2026. 7.152026. 7.15VOL. 66VOL. 66

豊橋文化豊橋文化 ［発行所］公益財団法人豊橋文化振興財団
［連絡先］豊橋市西小田原町123
TEL（0532）39－5211　FAX（0532）55－8192　
　　　　　　　　　　　　　　 年４回発行

大な敷地内には、天下の三名鐘に数えら
れる《三井の晩鐘》や国宝の《本堂》ほか、
《閼伽井屋（あかいや）》」と呼ばれる聖水
をたたえた井戸場や弁慶が比叡山にひき
摺上げたという伝説が残る鐘（＊大津絵の
モチーフのひとつ）が安置される《霊鐘堂》
もあり、鐘型のお札を水に浸して占う不思
議な神籤（みくじ）を体験できる。さらに開
祖・智証大師を祀る聖域《唐院》を拝んだ
のち《文化財収蔵庫》へ進み、桃山期の
狩野光信の障壁画や曼荼羅図などを鑑
賞後に《観音堂》を経て、大津市街を一
望できる《展望台》へあがるルートがおスス
メ。
　酷暑のなか歩き疲れたので、京阪電車
京津線＜浜大津＞駅前にて休憩…創業
１５０年を越える『三井寺力餅本舗』の大
津名物《力餅》を所望。無添加にこだわる
甘味で、串に刺された団子状の求肥餅に
青大豆と抹茶をブレンドした“きな粉”をまぶ
した３本セットの一皿！プロテイン豊富な健
康食品として注目を集める。素朴な餅で一
息ついたあとは、店舗階上のギャラリーを
覗き、高橋松山（４代目）が描いた大津絵を
鑑賞…素朴な表現とその内容の面白さに
興味津々。やがて夜の帳（とばり）がおりる
と、再び琵琶湖のほとりへ繰り出した…気
温も少し下がって凌ぎやすい。オレンジ・グ
リーン・透明の3色にライトアップされ、勢い
よく夜空に舞いあがるという噂の“びわこ花

噴水”を楽しみにしていたが、“機械故
障により中止”の看板を発見！…ツキの
ない１日の終焉である。

仙 田 典 代 題名《お気に入りのもうふ》　ハガキサイズ、アクリル絵の具
生きとし生きるものたちを応援しながら描いています。

秋の市民茶会の様子秋の市民茶会の様子

開催中■ 野畑さおりさん
　桜丘高等学校音楽科教務主任である
と同時に、多くのコンサートへの出演やリ
サイタルを開催するほか、豊橋交響楽団
等オーケストラとの共演など、高い芸術性
を持つピアニストとして活躍する傍ら、文
化関係役職を多数務め、地域の音楽文
化振興に貢献されました。
■ 桜丘高等学校 和太鼓部 桜花太鼓
　全国高等学校総合文化祭出場を果た
すとともに、小中学校・高齢介護施設など
今では年間平均60回にも上る依頼演奏
を行い、永年にわたり和太鼓の演奏活動
を継続し、邦楽文化の普及・振興に貢献
されました。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

市制施行120周年記念式典
日時／令和８年８月１日（土）
午前１０時～（開場は午前９時30分～）
場所／穂の国とよはし芸術劇場
内容／オープニング：豊橋少年少女合唱団、

［表彰］豊橋市表彰、豊橋市教育・スポー
ツ・文化表彰

［アトラクション］演奏・三河太鼓美友会
その他／どなたでもご参加いただけます（事
前申込不要）

　梅雨明けを待たずして、今年も厳しい暑さの気配がすでに漂っています。今夏からは最高気温40度以上を指す「酷暑日」という新たな基
準も設けられたとのことで、もはや想像を超える暑さです。これほど気候が変わってくると、日本の文化や暮らし方も少しずつ変わっていく
のかもしれません――そんなことをふと考えてしまう今日この頃です。さて、季節の移ろいとともに、紙面では市民茶会やいけばな展、お月
見会など、秋に開催予定の催しを中心にご紹介しています。ぜひ早めにご予定いただき、実り豊かな「文化の秋」をお楽しみください。
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映画ポスター展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ８月９日（日）まで
　時間／９時～１７時　会場／豊橋市民文化会館 展示室　入場料／無料　※詳細は２面参照
第816回邦楽鑑賞会
　時間／ 14時～　会場／豊橋市民文化会館　入場料／無料　内容／財団加盟邦楽団体による発表会
ファミリーオペラ「ヘンゼルとグレーテル」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９日（日）まで
　時間／ 8日（土）＝18時30分～、9日（日）＝14時～　　
　会場／豊川市小坂井文化会館フロイデンホール　入場料／一般5,000円、高校生以下2,000円
　内容／オペラ「ヘンゼルとグレーテル」を、歌・芝居・弦楽アンサンブル・ピアノ・シンセサイザーでの編成
　　　　にアレンジし上演。オペラをより身近に感じていただくためのオペラセミナーも同時開催。
豊橋ユースオーケストラ　第27回定期演奏会
　時間／ 14時～　会場／ライフポートとよはしコンサートホール　入場料／一般1,000円、高校生以下無料
　曲目／「アルルの女」第1・第2組曲より（ビゼー）他　　指揮／鈴木良輔 他
創流120周年記念　日本壮心流全国剣詩舞道大会
　時間／ 10時～　　会場／アイプラザ豊橋大ホール　　入場料／無料
　内容／壮心流舘員による剣詩舞の発表
日曜短歌会　　時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館 第6会議室
水曜短歌会　　時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館 第6会議室

第817回邦楽鑑賞会
　時間／ 14時～　会場／豊橋市民文化会館　入場料／無料　内容／財団加盟邦楽団体による発表会
茶道クラブ月例茶会（担当：表千家清和会）
　時間／ 10時～　　会場／豊橋市三の丸会館　会費／一般800円、会員700円　※事前予約なし
裏千家六日会月釜
　時間／ 10時～　会場／豊橋市三の丸会館千切庵　会費／ 1,000円（一般参加可）　担当／寺部宗葉
不朽流吟詠会創流105周年記念大会
　時間／９時30分～　　会場／ロワジールホテル豊橋　　入場料／無料
0歳からのクラシックコンサート 1時間の小さな演奏会 One hour Concert 楽しい弦楽器の世界
　時間／ 11時～　会場／ライフポートとよはし 中ホール　　
　入場料／大人1,700円 、3歳～12歳500円、3歳未満膝上無料
　内容／未就学児とその保護者向けの弦楽四重奏による1時間の演奏会　おむつ替え・授乳スペースあり
豊橋文化祭2026開会記念式典
　時間／ 14時開式　会場／豊橋市民文化会館　　入場料／無料（要・整理券）　　  ※詳細は1面
特別講演会「美の正統を継承する～最初で最後の新面奉製語り～」
　時間／１４時～　会場／豊橋市民文化会館ホール　入場料／無料（要・整理券）　    ※詳細は２面
第27回三遠南信文化交流「合唱の集い」
　時間／ 12時30分～　会場／飯田文化会館ホール　　入場料／ 1,000円
　内容／豊橋合唱協会・浜松合唱連盟・飯田下伊那郡合唱連盟による合同演奏会
豊橋市民お月見会
　時間／ 17時～　　会場／豊橋市三の丸会館　　入場料／無料　　　　　　　　※詳細は1面
伝統文化こども発表会
　時間／ 13時～	 会場／豊橋市民文化会館　入場料／無料
　内容／子どもたちが舞踊、仕舞、三味線、筝曲など日頃の稽古の成果を発表
東陽ふれあい音楽会「らいぶ 独筝 ひとりごと」～長月の 終わりに紡ぐ こと おとこ～
　時間／ 10時～	 会場／東陽生涯学習センター　参加券／ 500円　
　出演／生田流筝曲 杉浦 充（筝・二十弦筝）
第58回表装美術展　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ 10月4日（日）まで
　時間／ 9時～ 17時　会場／豊橋市民文化会館 展示室　　入場料／無料

第818回邦楽鑑賞会
　時間／ 18時～　会場／豊橋市民文化会館　入場料／無料　内容／財団加盟邦楽団体による発表会
劇団「第五会議室」 第10回公演「パーボットのかけら2026」・・・・・・・・・・・・・・・・３日（土）まで
　時間／ 2日（金）＝19時～、3日（土）＝11時～、15時３０分～　会場／穂の国とよはし芸術劇場アートスペース
　入場料／一般：3,500円、高校生以下：２,０00円　　作・演出／小山真史
面師・北沢美白 作品展「不失花」　能面・書・画・陶芸作品展・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12日㈷まで
　時間／ 10時～ 16時30分　会場／豊橋市三の丸会館　入場料／ 1,000円（前売券900円）
令和8年度 豊橋吟剣詩舞道大会
　時間／ 10時～　　会場／豊橋市民文化会館　入場料／無料　
豊橋技術科学大学吹奏楽団　第42回定期演奏会
　時間／ 14時～　会場／ライフポートとよはしコンサートホール　入場料／無料
　曲目／ミュージカル「レ・ミゼラブル」より、森のくまさん、スーザに出会った 他
第23回 東三河童謡唱歌のつどい
　時間／ 13時～　　会場／豊橋市公会堂　　入場料／無料　
　内容／東三河地区の童謡唱歌等の愛好者8団体によるコンサート
第51回作陶展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11日（日）まで
　会場／豊橋市民文化会館 展示室　入場料／無料
コーラス若草 50周年記念コンサート
　時間／ 14時～　会場／豊橋市民文化会館　入場料／ 1,000円
　内容／Ⅰ：思い出のステージ　Ⅱ：女声合唱とピアノのための「いのちへのオマージュ」
　　　　Ⅲ：明日に向かってのステージ
第55回 チャリティー発表会　歌と踊りの祭典
　時間／ 8時50分～　会場／豊橋市公会堂　入場料／無料　内容／歌謡アカデミー 21による歌と舞踊の発表
薩摩琵琶演奏会
　時間／ 12時30分～　会場／豊橋市公会堂　　入場料／無料
　内容／村田青水とその門下生による演奏　曲目／「平家物語」より、「お伽琵琶」より　他
花柳こども舞踊教室発表会
　時間／ 14時～　　会場／豊橋市民文化会館　　入場料／無料　
　内容／舞踊教室、幼稚園児、小・中学生による発表会 他  演目／雨降りお月さん、胡蝶、松の緑、越後獅子 他
東陽ふれあい音楽会「秋のモーニングコンサート」

　　　　　　～フルート・ヴァイオリン・ピアノが織りなす3つのハーモニー～
　時間／ 10時～　会場／東陽生涯学習センター　参加券／ 500円　
　出演／杉浦健恵（フルート）、井川愛（ヴァイオリン）、梁川茉里子（ピアノ）
秋の市民茶会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18日（日）まで
　時間／ 10時～ 15時　会場／豊橋市民文化会館 リハーサル室　他
　呈茶券／前売1,400円（2席綴り）当日800円（1席）　                                       ※詳細は1面
豊橋総合いけばな展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18日（日）まで
　時間／ 10時～ 16時　会場／豊橋市民文化会館 展示室　入場料／無料　         ※詳細は1面
サボテン展 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18日（日）まで
　時間／ 9時～ 16時30分　会場／豊橋市民文化会館 第3会議室　入場料／無料　
豊橋ウインドアンサンブル　第38回プロムナードコンサート
　時間／ 13時30分～　会場／ライフポートとよはしコンサートホール　入場料／無料
　内容／ポピュラーミュージックをメインとした吹奏楽の演奏会、テーマ「心に残る映画の世界」
豊橋女声コーラス演奏会
　時間／ 14時～	 会場／豊川市小坂井文化会館フロイデンホール　入場料／ 1,000円
　曲目／なかにしあかね女声合唱組曲 悲しみの意味 星野富弘作詩、ドイツ歌曲 セレナーデ  他

日曜短歌会　　時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館 第6会議室
水曜短歌会　　時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館 第6会議室
第40回豊橋市長杯年令別歌謡選手権大会
　時間／９時15分～　会場／豊橋市公会堂　　入場料／無料　内容／豊橋市民歌謡協会会員によるカラオケ大会
第57回合唱祭
　時間／ 13時～　会場／ライフポートとよはしコンサートホール　　入場料／ 500円
　内容／豊橋合唱協会に加盟する合唱団10団体による合同演奏会
音楽世界旅行
　時間／ 14時～	 会場／豊橋市民文化会館　入場料／無料
　内容／懐かしのフォークソング＆J-POP、ハワイアン＆フラダンス、ビートルズサウンズ 他
第48回豊橋文化祭川柳大会及び豊橋番傘川柳会創立51周年の集い
　時間／ 13時～	 会場／豊橋市民文化会館 リハーサル室　　投句料／ 1,000円
東陽ふれあい音楽会「歌のタイムマシン」～歌で綴る明治・昭和・平成・令和～
　時間／ 10時～　会場／東陽生涯学習センター　参加券／ 500円　
　出演／喜多見ちよwith zimmer555（喜多見ちよ（ヴォーカル）、鈴木直己（ピアノ他））
第68回邦楽大会「民謡・大正琴・尺八・三味線・太鼓・筝曲・長唄・小唄の部」
　時間／ 10時30分～	 会場／豊橋市民文化会館　　入場料／ 1,000円

豊橋文化　2026年7月発行

市内文化団体主催および豊橋文化振興財団が
後援する催し物を中心に掲載しています。掲載
のご希望は、問合先までご連絡ください。※この予定表は予告なしに変更になる場合がありますので、事前にお確かめください。入場料は前売料金。
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　豊橋出身の面司・北沢美白は、伝統として受け継がれてきた能面の美しさをそのまま現代へ継承することを信
念に、能面制作に向き合ってきました。令和7年には国の重要無形民俗文化財にも指定される豊橋鬼祭の御神
面奉製を完了し、令和7年度豊橋文化奨励賞を受賞しました。
　前回京都での展覧会から8年ぶりとなる展覧会「不失花」が、令和8年10月4日㈰から12日㈷まで豊橋市三の
丸会館で開催されます。「不失花」とは、世阿弥が著した風書に記された言葉で、若さの衰えた後にも咲かせるこ
とのできる誠の花を意味します。能面15点に加え、書・画・陶芸など、美を追求し続けた面司の世界を多角的にご
覧いただけます。開催に先立ち、9月19日㈯には豊橋市民文化会館ホールにて特別講演会も開催されます。ぜ
ひこの機会にお運びください。

▼日時／令和8年9月19日（土）14:00 ～（開場13:30）　▼会場／豊橋市民文化
会館ホール　▼入場料／無料（要整理券）　▼整理券配布／ 8/12（水）より豊橋市
民文化会館、穂の国とよはし芸術劇場窓口、豊橋市三の丸会館で配布します。

▼会期／令和8年10月4日㈰～ 12日㈷　10:00 ～ 16:30　▼会場／豊橋市三
の丸会館　▼入場料／ 1,000円（前売券900円）　▼前売券販売／ 8/12（水）より豊橋市民文化会館、
穂の国とよはし芸術劇場窓口、豊橋市三の丸会館でお求めください。　▼ギャラリートーク／ 10/4㈰：「技法
から見えてくる日本人の美意識」、10/7㈬：「面打ち大解剖」、10/10㈯：「幽玄を生み出す手法と巧の熱意」、
10/12㈷：「三世北沢美白　守破飛躍の世界」　いずれも１3時３０分～、参加無料（要・観覧券）、定員：各回
20名　▼問合せ／豊橋文化振興財団（☎0532・39・5211）

21日（水）

面司・北沢美白　作品展「不失花」
令和７年度豊橋文化奨励賞受賞記念

― 特別講演会も同時開催 ―

能面・書・画・陶芸作品展

■特別講演会
美の正統を継承する～最初で最後の神面奉製語り～

　　　　　　　　　　能面・書・画・陶芸作品展
■面司・北沢美白　作品展「不失花」

令和8年10月4日（日）― 12日（月・祝）　豊橋市三の丸会館

［講演会］
 令和8年9月19日（土）　
 豊橋市民文化会館ホール

吟行会記念写真 2026/06/20吟行会記念写真 2026/06/20

28日（水）

愛しの動物映画の世界展
夏休み特別企画　映画ポスター展

2026.7.31㈮ー8.9 ㈰

豊橋市民文化会館 展示室
午前９時ー午後５時

動物映画は生きることのすべてを映し出す！２年ぶり
の映画ポスター展は動物特集。映画ポスター200
点をはじめ、チラシ、パンフレット、雑誌など総数600
点以上の展示をお楽しみください。

入場
無料

【いずれも参加無料・事前予約不要】
のんほいZOOトーク
のんほいパーク職員が、動物の生態や映
画では知れない素顔を語ります！
日時／ 8/2 ㈰ 午前 11 時～
会場／豊橋市民文化会館 展示室
講師／伊藤紀治 氏
ギャラリートーク
展示資料の解説や動物映画の魅力を語り
ます。
第１回＝ 8/2 ㈰ 午後 2 時～、第２回＝
8/8 ㈯ 午後 2 時～　会場／豊橋市民文
化会館 展示室　講師：佐々木順一郎 氏


